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各学校で行われている、「障害のある子供と障害のない子供、
あるいは地域の障害のある人とが触れ合い、共に活動する交流及び共同学習」とは・・・

□意義
・障害のある子供にとっても、障害のない子供にとっても、経験を深め、社会性を養い、豊かな人間性を育む。
・お互いを尊重し合う大切さを学ぶ。
・障害のある子供にとっては、積極的な社会参加につながる。
・障害のない子供にとっては、障害のある人と共に支え合う意識の醸成につながる。

□目的
・相互の触れ合いを通じて豊かな人間性を育む。（交流の側面）
・教科等のねらいを達成する。（共同学習の側面）

上記の意義を理解し、目的を達成するために、現在各学校で実施されている交流及び共同学習の在り方に
ついて、以下のチェックリストで確認し、「△…十分ではない」部分については改善しましょう！

小学校及び中学校学習指導要領においても、交流及び共同学習の機会を設け、共に尊重し合いながら協働
して生活していく態度を育むようにすることとされています。（第1章総則 第５ 学校運営上の留意事項 参照）

「交流及び共同学習ガイド」 平成31年3月文部科学省より抜粋

様々な活動を通して、子供たちが幅広い体験を得、視野を広げることで、豊かな人間形成に資すること
が期待されます。

交流及び共同学習の実施に当たっては、文部科学省が作成している「交流及び共同学習ガイド」が
参考になります。文部科学省のホームページからダウンロードできますので参考にしてください。


